
 

定例委員会会議録 

 

委員長    浅 沼   敏 幸 

 

委 員    中 村   映 子 

 

委 員    本 橋   正 壽 

 

            委 員    岩 崎   典 子 

 

 

 １ 日  時  令和６年 11 月 25 日（月） 午前 10 時 00 分 

 

 ２ 場  所  選挙管理委員会室 

 

３ 出 席 者  委員４名、事務局長、係長３名、書記２名 

 

 ４ 議  案 （１）在外選挙人名簿の登録および抹消について 

 

        （２）令和６年執行 衆議院議員選挙にかかる当日投票所投票立会人 

           への対応について 

 

５ 報  告 （１）寄附禁止 PR 強化期間（冬期）の実施について 

 

        （２）令和６年執行衆議院議員選挙にかかる若年層啓発事業の取組 

           について 

 

６ そ の 他 （１）配付物について 

          ・月刊選挙 11 月号 

 

       （２）日程について 

 

（３）その他 

           



 

 

午前 10 時 00 分、浅沼委員長開会を宣す。  

【議案】 

（１）在外選挙人名簿の登録および抹消について  

選挙係長より、在外選挙人名簿に関して、在外公館で申請のあった４人を 

新たに登録し、24 人を抹消するとの説明があり、可決された。総登録者数は

1,072 人。 

（質疑・応答） 

  特になし。 

（２）令和６年執行 衆議院議員選挙にかかる当日投票所投票立会人への対応に

ついて 

  庶務係長より、令和６年 11 月 11 日の委員会で報告のあった当日投票所投票

立会人への対応について、説明があった。  

  練馬区選挙管理委員会交際費支出基準第５条(2)に基づき、交際費から１万円

を委員長名で弔慰（香典）として支出することとなった。  

（質疑・応答） 

 委 員：今後、立会人等が選挙従事のため、自宅から従事場所までで事故等が

あった場合は今回のように対応するのか。  

 事務局：今回の事例のように公務災害の補償対象外となる場合は、選挙管理委

員会交際費からお見舞い等を検討し、対応していく。  

【報告】 

（１）寄附禁止 PR 強化期間（冬期）の実施について  



 

 

情報啓発係長より、令和６年 11 月 14 日付けで東京都選挙管理委員会事務局広報

啓発担当課長から通知があった寄附禁止 PR 強化期間（冬期）の実施について報告

があった。 

実施期間は令和６年 12 月と令和７年１月の２か月間である。練馬区では区議会

議員、明るい選挙推進委員、町会等の関係者に対してポスターやリーフレットの配

布等を行っていく。 

（質疑・応答） 

 委 員：長らく年２回、寄附禁止を PR してきたが効果の実感はいかがか。 

 事務局：啓発担当としては周知効果の実感はしている。今後も引き続き寄附禁

止の啓発を行っていきたい。  

（２）令和６年執行衆議院議員選挙にかかる若年層啓発事業の取組について 

情報啓発係長より、令和６年執行衆議院議員選挙にかかる若年層啓発事業の

取組について報告があった。 

私立富士見台中学校高等学校において模擬投票（小選挙区・比例代表・最高

裁判所裁判官国民審査）を、都立大泉高等学校において、主権者教育授業およ

び模擬投票（小選挙区・比例代表）を行った。 

（質疑・応答） 

 委 員：都立大泉高校で模擬投票のうち、最高裁判所裁判官国民審査を行わな

かったのはなぜか。  

 事務局：事務局側は提案をしたが、学校側から最高裁判所裁判官国民審査につ

いては希望がなかったためである。 



 

 

【その他】 

（１）  配付物について 

・月刊選挙 11 月号 

（２）  日程について 

今後のスケジュールについて、委員会日程予定表で確認した。  

次回は、12 月２日（月）10 時 00 分から定例委員会を開催する。  

（３）その他 

   特になし 

 

 

午前 10 時 20 分 浅沼委員長閉会を宣す。  

 


